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三月ママ日 依文化財保護法修理了」とあるし。  
（当然のことだが、この文言は古径荘版には  



































呼ばれてきた。京都国立博物館『禅の美術』  ※金沢大学国際学輯准教授  
－152－   
1983：pp．193・199に大分縮刷されてはいるが、  

































『勅修百丈清規左鶴・蹄晒余録』（1977 中  
文出版社■禅学遵番八）に活字化されてい  
る。   





































寺伽藍配置」（F資料集j p．47上段）・「天台  




（F資料集j p．48下段）・「卓XIV」（『資料劉  
p．49下段）・「径山万寿寺の方丈の怜子の図＿l  










（「香香」r禅の美術Jp．194第1段）。   
大乗寺本と東福寺本との比較から何が云  
えるか？現存本からは南本の関係について  






































がある。或いは、3図が一 旦紛失し、新た  
に作画されたか。但し、この3図が東福寺  

































図を捷示したい。   
なお、増補された3図は何の根拠も無か  
ったものではなく、大乗寺に副本のような  
7．将来者及び瞑図作成者   
F五山十別図』の作成者は誰か？また  
『五山十刺図j を日本に持ち込んだ将来者は  
誰か？古来、道元説・円爾説・弟介説が立  
てられてきた。   
しかしながら、道元説・円爾説は早くに  
否定される。というのも F五山十剃図j「戒  
腺牌」（F資料集j p．45上段）に「浮祐七」  
（＝1247）とあるからである。道元は1227年  
帰朝、円爾は1241年帰朝であるから、両者と  








→現存・東福寺本上巻   
＜紙単位の原本を忠実に筆写X状＞   
ー155－  
住持は、無準師範（1178－1249）であり、円  



















問題の決定打とならないのである。   
次に径山の問題を考察するむ 確かに『五  
山十別図』には径山がしばしば登場し、当  


























と。（原漢文血・F曹洞宗全書 史伝上J   
p．17下段）  
なお、義介が寺規作成のために入宋した点  


















－156－   
のは、『瓦山十別図』は伽藍配置等を記した  
建築資料であると同時に寺規を記した賓料  
でもあるからであるXXVl。   
少なくとも原図作成者は日本人と考える  



































8．趨名   






たのである′   
『五山十剃図』という名称は不適当とす  

























Ⅹi「径LU万寿寺の雲版の図」と「径山万寿寺   
の団扇の図」との間にあることから見る   
と、径山万寿寺の仏殿の須弥埴の図と考   
えられる。なお、同様の須弥壇が建長寺   
に現存する（束京国立博物館2（泊3：p．180）。   
形態は F五山十刺図』とほぼ同じだが、   
模様は異なる。  
Ⅹii紙の継ぎ目が明確なのは当該の箇所のみ   
ならず、他の箇所でもはっきりとしてい   
る。なお、念のため、古径荘版を確認し   
たが、このことは同様であり、1962年の修   
理によるものではない。  
Ⅹiii右上に於いて「経蔵」の2字が欠落。ま   
た、左下に於いて大乗寺本では「厭愛   
東頭 前資」とあるが、東福寺本でほ  
「浄頭」とのみある。これだけだと判断が   
付きかねるが、近接箇所に岡本〉レH・｝y・致して  
「轄堂 前資」とあるので、大乗寺本の盈   
複か？なお、当該箇所は「寓司」の近接   
箇所なので、東福寺本「浄頭」（東司の清   
掃をする役）の方が解釈はしやすい。永   
平寺本に於いて当該箇所は「寓頭 前資」  
（F資料集』p．幻下段）とある。  
Ⅹiv「径山万寿寺の僧堂の怜子の図」と「径   
山万寿寺の方丈の怜子の図」との間にあ   
るので、やはり径山万寿寺の尊か？  
ⅩⅤ但し、この欠落は破損によるもの。 
ⅩVi東隆眞2006：p．304は径山万寿寺の方丈で   
はないか、としている。  










i道元禅師錬仰会 r道元』第10巻第3号  
（1943年3月号）裏面表紙広告による。な   
お、価格は70円。  
ii斉藤善夫2003：p．5  
iiiちなみに永平寺本には当該箇所に欠落はな   
い。『史料全書j p．104上段  
iv常高専は、臨清宗妙心派で、お初（お市の   
次女）の菩提寺。近年はNHK朝の連ド   
ラ「ちりとてちん」のロケに使われた。  
Ⅴ横山秀哉1952：p．32には「伊東忠太氏蔵」   
とある。日本建築学会に於いて伊束忠太   
資料整備小委員会が立ち上がっているよ   
うなので、今後の公開に期待したい。  
vi田遵奉1931：pp．37・41に掲載される某氏所   
蔵本（白黒写真版）は常高専旧蔵本であ   
る（横山秀哉1952a：p．32）。残念ながら   
一部のみの掲載。  
viiこの点に閲し、伊束息太はもともと彩色   
があったとする（伊束息太1968：p．533）。   
しかし、常高寺旧蔵本の成立年代と他本   
の成立年代とを考えると、もともと彩色   
があったと断定するのは難しい。  
viii現存・大乗寺本より筆写した証拠として、   
東福寺本の箇所で言及した「径山万寿寺   
の楊厳会の図」の破損箇所が挙げられる。   
能筆院本では破損箇所を忠実に空白扱い   
とした上で、「此処本紙破」とある（『勅  
－158－   
東福寺本第一一紙には、「今上皇帝寓歳」  
「南方火徳貴君」の二牌の右側に「戒臓牌」   
の右側が記載されている。戒隠牌は第二   
紙にも跨っている。（大乗寺本の戒臓牌は   
第二紙のみに記されている。）  
xix但し、註柑で言及したように東福寺本上   
巻第一紙は、基となった本の「檀那本命   
元辰牌」の部分が破損していた（もしく   
は空白であった）ため、その箇所を詰め   
て、「戚臓牌」の右側を記した可能性があ   
る。  
ⅩX気になる筆蹟であるが、永平寺本の当該   
図は、大乗寺本ほど「乱れ」はない。し   
かし、若干、直線に乱れが認められ、「須   
弥壇」の図の右側が大乗寺本同様消えて   
いる。おそらく現存・大乗寺本と同一一の   
原本を基にしていたと考えられる。  
ⅩⅩi例えば天童山景徳寺に関しては、『資料剰   
p．46上段に「伽藍配置」があり、かなり飛   
んで『資料集j p．51下段に「山門屏の   
図」・「窓の図」があり、さらに飛んで  
『賓科集』p．57上段に「宣明（浴室）の図」   
がある。他の寺院も同様である。  
xxii書き下しは佐藤秀孝2006：pp．1弘135に依   
った。  





xxv佐藤秀孝2006：p．158は義介が径山に赴き、   




（『資料集j p．57下段）の分析から同園に関   
し「中国在来の絵図を底本にしたもので   
はなく、目的意識を持って渡宋した日本   
人が自ら調査し、みずからの手で措いた   
であろう」と述べている。  
ⅩⅩViii例えば、識字の点を考慮すべきであろ   
う。あるいは、学識を有する憎でなくて   
は禅文化を詳細に記述することはできな   
い（横山秀哉1967：p．62）。  
ⅩⅩix無論、大乗寺以外の所蔵場所で伝えられ   
てきた名称を否定する訳ではない。  
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